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発
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衆
議
院
議
員
赤
澤
亮
正
君
外
一
名
提
出
三
浦
半
島
活
断
層
群
の
地
震
発
生
確
率
の
発
表
及
び
津
波
の
被
害
等
に
関
す
る

質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
か
ら
三
ま
で
に
つ
い
て

三
浦
半
島
断
層
群
に
お
い
て
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
大
規
模
な
地
震
に
つ
い
て
は
、
中
央
防
災
会
議
首
都
直
下
地
震
対

策
専
門
調
査
会
に
お
い
て
、
津
波
の
高
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
未
満
、
死
者
数
は
最
大
約
七
千
八
百
人
、
建
物
被
害
は
最
大
約
三

十
三
万
棟
と
の
推
計
が
な
さ
れ
て
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
「
首
都
直
下
地
震
対
策
大
綱
」
（
平
成
十
七
年
九
月
二
十
七
日

中
央
防
災
会
議
決
定
）
等
に
基
づ
き
、
首
都
直
下
地
震
対
策
の
一
環
と
し
て
、
建
築
物
の
耐
震
化
等
の
防
災
対
策
を
推
進
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
中
央
防
災
会
議
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対
策
に
関
す
る
専
門
調
査
会
に
お
い
て
、

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
た
今
後
の
地
震
・
津
波
対
策
に
つ
い
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
検
討
結

果
も
踏
ま
え
、
国
と
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携
の
在
り
方
を
含
め
、
所
要
の
防
災
対
策
の
見
直
し
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

首
都
直
下
地
震
に
つ
い
て
は
、
中
央
防
災
会
議
首
都
直
下
地
震
対
策
専
門
調
査
会
に
お
い
て
、
今
後
百
年
程
度
以
内
に
発

一



生
す
る
可
能
性
が
あ
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
程
度
の
地
震
と
し
て
想
定
さ
れ
る
十
八
種
類
の
地
震
に
よ
る
被
害
等
の
推
計
が

な
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
推
計
も
踏
ま
え
、
「
首
都
直
下
地
震
対
策
大
綱
」
を
策
定
す
る
な
ど
、
防
災

対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
推
計
の
結
果
は
、
内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
「
首
都
直
下
地
震
対
策
大
綱
」
に
お
い
て
対
策
の
中
心
と
な
る
地
震
と
し
て
位
置
付
け
て
い
る
「
東
京
湾

北
部
地
震
」
に
つ
い
て
は
、
津
波
の
高
さ
は
一
メ
ー
ト
ル
未
満
、
死
者
数
は
最
大
約
一
万
千
人
、
建
物
被
害
は
最
大
約
八
十

五
万
棟
と
さ
れ
て
い
る
。

五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震
」
に
つ
い
て
は
、
中
央
防
災
会
議
東
海
地
震
対
策
専
門
調
査
会
等
に
お
い
て
東

海
地
震
に
よ
る
被
害
等
の
推
計
が
、
中
央
防
災
会
議
東
南
海
、
南
海
地
震
等
に
関
す
る
専
門
調
査
会
に
お
い
て
東
南
海
・
南

海
地
震
に
よ
る
被
害
等
の
推
計
が
な
さ
れ
て
い
る
。
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
推
計
も
踏
ま
え
、「
東
海
地
震
対
策
大
綱
」

（
平
成
十
五
年
五
月
二
十
九
日
中
央
防
災
会
議
決
定
）
及
び
「
東
南
海
・
南
海
地
震
対
策
大
綱
」
（
平
成
十
五
年
十
二
月
十

六
日
中
央
防
災
会
議
決
定
）
を
策
定
す
る
な
ど
、
防
災
対
策
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
推
計
の
結
果
は
、

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
公
表
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
中
央
防
災
会
議
東
南
海
、
南
海
地
震
等
に
関
す
る
専

二



門
調
査
会
に
お
い
て
東
南
海
・
南
海
地
震
の
地
震
対
策
を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
し
て
行
っ
た
、
東
海
地
震
、
東
南
海
地
震

及
び
南
海
地
震
の
震
源
域
が
同
時
に
破
壊
さ
れ
た
場
合
の
推
計
に
お
い
て
は
、
広
域
に
わ
た
り
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
巨
大
な

津
波
が
到
達
し
、
死
者
数
は
最
大
約
二
万
五
千
人
、
建
物
被
害
は
最
大
約
九
十
万
棟
に
上
る
と
さ
れ
て
い
る
。

三


